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常設版　 六甲山の災害展

（ 神戸県民センター　 六甲　
　 治山事務所ホームページ）

保水力実験

地すべりの要因と実験対策工の実験

災害展会場

土石流模型実験装置の実演

降雨体験装置の実演

「 六甲山の災害展」を開催しました！

１ 　 はじ めに

　 今では神戸・ 阪神地域に豊かな緑と 潤いを与える 六

甲山系は、 急峻な地形や崩れやすい地質のため、 昭和

13年の阪神大水害、 昭和36年及び昭和42年の豪雨によ

る 大規模な土砂災害によ り 、 神戸市街地等は甚大な被

害にみま われてき ま し た。 過去から 災害が繰り 返さ れ

てき た六甲山は、 かつては「 はげ山」 で、 明治以降、

崩壊地への植林や治山ダム等の整備に取り 組んでき た

結果、 現在の豊かな森と なり ま し た。 こ れら の歴史を

忘れる こ と なく 、 県民一人一人の山地災害に関する 知

識や防災意識の向上を目的に、 令和5 年8 月15日から

27日ま での間、 神戸市の「 阪神・ 淡路大震災記念 人

と 防災未来センタ

ー」 にて「 六甲山

の災害展２０２３ 」

を開催し ま し た。

２ 　 六甲山で起きた災害の歴史

　 明治時代に裸地化し ていた六甲山が治山事業等によ

り 植林を進めた結果、 豊かな緑を取り 戻すこ と ができ

た歴史や、「 昭和13年阪神大水害」、「 昭和42年豪雨災

害」、「 阪神淡路大震災」 の貴重な記録と 復興への取組

を 映像やパネルで紹介し ま し た。 ま た、 六甲山に約

2,200基整備さ れている

治山ダム 、 砂防ダムの

位置を 示し た六甲山系

立体模型を 展示し 、 六

甲山で取り 組んでき た

防災工事の整備状況も

紹介し ま し た。

３ 　 実験装置を使った防災の普及啓発

　 土石流の発生を再現

し 、 土砂災害の被害状

況や治山ダムの効果を

体感でき る 「 土石流模

型実験装置」 、 花崗岩

と 森林土壌の保水力を

比較する 「 保水力実

験 」 、 降 雨 体 験 装 置

「 かっ ぱく ん」 の実演

を行いま し た。 ま た、

県砂防課によ る 「 地

すべ り 模 型実 験装

置」 と 「 がけ崩れ模

型実験装置」 やR R

併用工法研究会によ

る 「 斜面安定工法実

験装置」 の実演も 行

われ、 治山ダム等の

防災施設の役割と 効

果を 学ぶ場を 提供す

る こ と ができ ま し た。

４ 　 おわり に

　 今回は、 イ ンタ ー

ネッ ト 版六甲山の災

害展の閲覧者数を 加

える と 、 対前年度約

5 割増の2,500名を

超える 方々に来場・

閲覧し ていただき ま

し た。

　 ま た、 来場者へのアンケート では、 「 土石流模型実

験装置等の実演を見て、 様々な取り 組みで安全な生活

が守ら れている と 感じ た」 や「 山、 森林の植林事業に

ついての大切さ を知れた」 等の感想をいただき 、 防災

意識の向上に寄与する こ と ができ たと 感じ ていま す。

　 近年は、 台風や豪雨によ る 大規模な土砂災害が毎年

のよ う に発生し ている

ため、 日頃から 自然災

害に備えておく こ と が

大変重要になってき て

いま す。

　 今後も 、 県民の皆さ

ま が常日頃から 防災意

識を 高く 持ち続け、 い

ざと いう と き の適切な

行動に役立てら れる よ

う に、 防災・ 減災の普

及啓発に取り 組んでま

いり ま す。
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